
舞 踊 関係 文 献 目録 -昭 和54年-

＊この 目録は, 昭和54年 度 に発行 された舞踊関係 の

日本語文献(単 行本, 雑 誌 ・紀要論文)を 収録 し

たものである。

*便 宜上, 次 の分類に従った。

総記 ・芸術(一)・ 芸術(二)・ 民俗 ・教育

この うち, 芸術は舞台舞踊, 民俗はそれ以外の舞

踊 とし, 芸術(一)は 日本の舞踊, (二)は 外国の舞

踊 とした。

*各 項においては, 単行本, 雑誌 の特集, 雑 誌 ・紀

要論文の順に配列 した。

*雑 誌 ・紀要の号数は洋数字, 巻 号は0-0と し, 

月刊 誌は0月 とした。

*本 目録 を, 研 究交流 ・情報交換の場 として充実 さ

せ るため, 遺 漏の分 についての大方の御教示 をお

願 いす る。

<総 記>

舞踊年鑑 〔III〕一1979一 全 日本舞踊連合舞 踊年

鑑委員会 全日本舞踊連合

日本舞踊 ・バ レエ ・現代舞踊 ・児童舞踊の昭和

53年 の記録。内容は, 舞 踊界の概況, 主 な舞台

写真, 舞 踊公演記録 舞踊家名鑑, 舞 踊界の内

外。

舞踊鑑賞能力の発達 に関する研究一動 きのDesignと

Tempoに つ いて一 斎藤千代子 ・杉 山和子(静 岡

犬学)教 育学部研究報告 人文 ・社会科学篇29

舞 踊運動の美的判断に関す る研究一動 きの伝達に関

して一 上等久子(山 梨県立女子短期大学)紀 要12

舞 踊動作の表現 リズムに関する研究一琉球舞踊 とイ

ン ド舞踊のEMGパ ター ンについて 一 金城光

子・玉城昭子 琉球大学教育学部紀要23(2)

演 舞 の構造 一 演舞概念の形成のために 一 藤沢史枝

体育学研究24-3

舞 踊用語に関す る研究(II)松 本千代栄 ・山田敦

子 ・大熊琴月枝 ・本間清美 ・名須川知子 舞踊学2

舞 踊 を一要素 とした総合芸術への私的試み 葵妖子

同上

舞踊における普遍的なるもの と特殊的なるものの方

向 神沢和夫 同上

展望 語 られた舞踊論 石福恒雄 同上

理論体系 と科学的客観性 との綜合 一 コー ド重要文

献の紹介 と解説 一 上林澄雄 同上

舞踊表現の構造 と要素化 松本千代栄 女子体育4月

道の探究 一 舞踊 と武道 一 西村勝巳 女子体育6月

イメー ジと表現 山口勝弘 女子体育11月

舞踊認知の因子分析的研究-3-性 差 について

金城光子 ・大城宜武 体育学研究24-1

お ど りの間 と呼吸 石黒節子 現代のエスプリ141

「私 の舞踊史」-ジ ャーナ リス トの回想(7)～(11)

村松 道弥TES19～23

舞 姫物語(1)～(8)市 川雅 流行通信5月 ～12月

舞 踊関係文献 目録 一 昭和53年 一 舞踊学2

海 外文献紹介 同上

舞踊学修士論文題 目一覧(昭 和52～53年 度分)同 上

<芸 術(一)>

日本 舞踊全集第三巻演 目解説III日 本舞踊社編

日本舞踊社

演 目解説IIIと して,「 三番嬰」から 「団十郎娘」

までの55作 品につ き, 歌詞 ・字句解釈 ・解説・

鳴物解説 ・踊る心得 ・舞台装置 ・衣裳 ・かつ ら・

小道具 図版 ・舞台写真 を載せ る。

定本武智歌舞伎(3)文 楽舞踊 武智鉄二 三一書房

武智鉄二の仕事の うち, 文楽 ・舞踊にかかわる

文章 を集めた巻。論文 「舞の技術」のほか,「敏

三郎の角田川」「井上八千代の鷺娘」「舞踊」「井上

流新考」「芸者芸術」「『こう』と『ことわ り』との

はざま」「随想雑考」。

日本の芸談4舞 踊邦楽 九芸出版

舞踊は, 六世尾上菊五郎の 『お どり』, 京舞井上

流松本佐多の 『佐 多女芸談』, 琉球舞踊渡嘉敷守

良の 『自叙伝』の三篇。解説 と語注を添える。

舞 序破急 吉村雄輝 九芸出版

上方舞吉村雄輝の50年 にわたる舞踊生活の記録。

60葉 の舞台写真 と,「 ゆ うきふみ 」 と題する随

想, 詩 歌 と自演の舞踊台本 より成る。年譜を附

す。

振付年表詳解 花柳滝蔵編 三代花柳寿輔

初代 ・二代の花柳寿輔が振付けた作品の年表化

である花柳寿輔振付年表詳解 と, 花柳舞踊研究

会 ・浪花お どりの上演年表よ り成 る。

日本舞踊曲起源年表 花柳妙穂 花柳妙穂

本編は 「日本舞踊曲起源史 と文化 ・風俗 史年表」

と題し, 日本舞踊の起源である歌舞伎舞踊等の

初演記事 を年表 としたもの。

特集 ・海士 観世1・2月

特集 ・隅田川 観世3・4月

特集 ・草子洗小町 観世5・6月

特集 ・芭蕉 観世7・8月

特集 ・砧 観世9・10月

特集 ・龍 田 観世11・12月

特集 ・花競 う上方舞への招待 上方芸能60

特集 ・人形振 り 創作舞踊7

特集 ・道成寺 創作舞踊8

特集 ・お稲荷 さん 創作舞踊10
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舞踊名言集成 郡司正勝 邦楽と舞踊2・4・7・9・

10・12月

かぶ き舞踊まで37～39郡 司正勝 日本舞踊10～12月

日本舞踊の歴史(7)～(10)藤 田洋 創作舞踊7～10

舞踊年表 如月青子 芸能1～12月

道成寺集成IX～X駒 井義之 ・後藤瑠 美子 舞踊研究

910

日本芸能にみる庶民体育(1)田 楽 について(2)念 仏

踊について 花野豊子 福岡大学体育学研究9-1・2
「隼人舞復興願」の古文書につ いて 志賀剛 神道史

研究7月

相撲儀式 と楽舞 一乱声 ・厭舞 を中心に一 荻美津夫

占代文化554

『パ フ リ』の本義 目代清 演劇創造9

反閑 小坂 貞二 民俗と歴史8

国立劇場 公演 「歌舞(う たまい)」 を観聴 して

志田延義 芸能10月

増補幸若舞 ・曲舞年表稿 市古 貞次 国文学研究資料

館紀要5

国劇の誕生一能の成立 と展開一 古 川久 中央評論149

能 大 成前夜の一勧進 史料 関根俊雄 跡見学園大学紀

要15

能 楽前史再考 田口和夫 能楽評論36

能 格について 塀井令以知 関西外国語大学研究論集30

世 阿弥に於ける 「定 まれる事」 八蔦正治 能楽タイ

ムズ6月

世阿弥の 「離見の見」 鈴木文孝 愛知教育大学研究

報告 人文 ・社会科学28

金 春禅鳳伝書におけ る 「位 」の問題 堀越善太郎

(東海大学)湘 南文学13

「六輪一露之記」までの背景 一「世阿弥から禅竹へ」破-

大友泰司 駒沢国文16

金 春安照の能楽論 小田幸子 中世文学23

幽 玄再説 味方健 立命館文学403～405

世 阿弥の鬼 田中規子 芸能史研究65
「船弁慶」について(一)～(五)石 井健次 橘香6・

7・9～11月

能 『三輪』考 西村聡 皇学館論叢12
「酒天童子」考 天野文雄 能研究と評論8

「鞍馬天狗」 をめ ぐって 石黒吉次郎 同上

「生賛」 と 「熊野参」一 その源流 小田幸子 同上

老女化石の能 一 「嬢 捨」論 一 鳥居明雄 都立大学

大学院論集1

能の 「山姥」 小林責 季刊邦楽19
「三井寺」 とその周辺 佐藤健一郎 ・鳥居明雄 宝生

1月

作品研究 「海士」 堀口康生 観世2月

作品研究 「隅田川」 天野文雄 観世3月

作品研究 「草子洗小町」 小 田幸子 観世5月

作品研究 「芭蕉」 伊藤正義 観世7月

作品研究 「砧 」 八鳥正 治 観世9月

作品研究 「竜田」 竹本幹夫 観世11月

「砧 」の能 の中絶 と再興 表章 観世10月

心 より心に伝ふる花 能の現象学4観 世寿夫 新劇

1月

仕舞講座 梅若万三郎 橘香1月 百万2月 富士

太鼓3月 二人静4月 笹之段6月 藤 キリ7月

船橋8月 二人静キリ9月 藤 クセ10月 船弁慶 クセ

11月 船弁慶キリ12月 放下僧 クセ

狂言の難子事 羽田和 芸能の科学 く芸能論考V>

享 保十四年の北野天満宮境内における芸能興行 宗

政五十緒 竜谷大学論集415

元禄 かぶ きの踊 と振付 板谷徹 芸能史研究66

宝暦前後の振付師一振付 と振付師の歌舞伎舞踊史一

板谷徹 早稲田大学大学院文学研究科紀要別冊5

手 古舞 と 「改良」思想 上林澄雄 芸能2月

諸流の昔 と今 柏木流(一)～(四)江 口博 日本舞

踊3～6月

研究資料(嘉 永七年のおどりの譜)丸 茂美恵子

舞踊研究11

娘 形の分類 駒井義之 ・丸茂美恵子 舞踊研究10・12

恋 の娘形 吾妻徳穂 舞踊研究10

娘 形談 義 西川左近 舞踊研究12

花競廓踊賑 林喜代松 上方芸能62

上 方舞 同上

各流のすべて 重里正雄

その発生 鳥江鉄也

その分類 垣 田昭

武原はんの世 界 谷村陽介 同上

舞の系譜(7)垣 田昭 舞踊研究9

振 付の美学 花柳芳次郎 舞踊研究9～11

舞 踊の周辺 永井啓夫 舞踊研究9～12

蜻蛉 の眼 八巻献吉 同上

テレビのメディアにおける舞踊 石川健次郎 舞踊

研究10～12

舞 踊曲 を聞 きなおす 上林澄雄 邦楽と舞踊2～12月

歌 舞伎の音楽 ・舞踊 と析頭 竹柴蟹助 邦楽と舞踊7～
'12月

日本舞踊の基本練習(31)～(42)花 柳 千代 邦楽と

舞踊1～12月

志 賀山流 ・踊 り綴(7)～(11)志 賀 山葵 邦楽と舞踊1～

8月

舞い入門 ・地唄 「雪 」 瀬戸 口恭子 邦楽と舞踊1～

3月

踊の心 邦楽と舞踊

舌 出三番曳 目代清1～3月

戻駕 西形節子4～6月

落人 目代清7～9月

京鹿子娘道成寺 西形節子10～12月

舞踊参考室 日本舞踊

末広(寿 末広)松 本亀松1月

松竹梅 ・たに し 長 田午狂2月

三番曳 ・狸々 仁村美津夫3月

巽八景 松本亀松4月
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清海波 新谷誠太郎5月

団十郎娘 仁村美津夫6月

大工長 田午狂7月

多摩川 長田午狂8月

土蜘 松本亀松9～12月

芸 話 シリーズ 日本舞踊

山村たか芸話1月 坂東三津蔵芸話7～10月

聞 き書 河藤 たつろ舞踊人生 鴨一平 創作舞踊7～10

<芸 術(二)>

名 作バ レエの楽 しみ 小倉重夫編 音楽之友社

バ レエ史上 の代表作品から68篇 を, グラ ン ・バ

レエ篇, 一 幕物 と小品集の二部に分け, 制 作年

代順に配列 し, 各作品の成立, 初 演時の評価 と

その後の推移, あ らす じをもって解説 した鑑賞

の手引。

バ レエ全作品集W .テリー 大津俊克訳 ブブックマン社
"B
allet Guide"の 邦 訳。原書のバ レェ小史, 初

演後の上演記録を省 き, 古 典から現代作 品まで

360余 曲 につ き, 初 演の記録, 解 説に舞台写真

を添える。巻末に 「バ レエ用語解説」が ある。

ピー ター とアンナのバ レエ教室N.ス トリー トフ

ィール ド ケイコ ・キーン訳 文化出版局
もしA Y
oung Person's Guideto Ballet"の 邦訳。

「アンナ とピー ター というバ レエ を習いつつあ

る少年 と少女 を主 人公 とした物語の中で, 主 人

公たちが学 んでい く形で簡単なバ レエの歴史を

紹介してゆく」(原著者序文)本 。豊富な図版を使 う。

ニジンスキー 石福恒雄 紀伊国屋書店

紀伊国屋新書 『肉体 の芸術』を改題 した新装版。

神々の黄昏 笠井叡 現代思潮社

笠井叡の存在にかかわる人々 をめ ぐっての小論。
「神の故 に, 隣 人を愛するのではない

。 また隣

人の故に, 隣 人を愛す るのではない。 自己の自

我が, 他 者の 自我に共感 し, ・他者の自我が 自己

の 自我に共感 しているか らである。」(著 者後書)

特 集 ・バレエへの招待 文藝春秋デラックス5月

特集 ・清水哲太郎TES21

特集 ・小牧正英 を囲続す るものTES22

特集 ・洲和みち子TES23

特集 ・都市空間に祝祭の復活 を求める セレグレー

シ ョン ・アー トー マ リリンウッ ドとその グループ

ダンス・ワーク25

特集 ・武井慧 とムーヴィング ・アース日本公演 同上

特集 ・'78年秋か ら'79年 春 の舞踊公演 同上

特集 ・新 しい運動芸術 としてのオ ィリュ トミー

ダンス・ワーク26

現 代舞踊とバ レエ(65)～(72)桜 井 勤 日本照明家

協会雑誌1～3・5・7・9・10・12月

モダン ・ダンスの魅力 竹屋啓子 女子体育10月

舞踏の病 いと死期(VI)身 体化過程の問題序説 一

舞踏の音楽 中村文昭 ダンス・ワーク25

現代舞踊の原点-バ レー ・邦舞 をふ くむ二十世紀の

舞踊の歴史3・4上 林澄雄 ダンス・ワーク25・26

デ ィアギレフ ・芸術の推進者 第二部バ レエ リュ

ッスへの道 久保正士 同上

英国におけ るバ レエ とその環境 ケイコ ・キーン

ダンス・ワーク26

バ レエの歴史 それはルイ王朝か ら始まった 藍原

英了 文藝春秋デラックス5月

諸 国バレエ事情 同上

ソビエ ト プ リセツカヤの時代 野崎音召夫

ヨーロッパ 伝統 と人材にめ ぐまれて 石井朱実

ア メリカ ブームを作った亡命 トリォ 岩本潔明

現代 日本バレエwbo's who久 保正士 ・山野博大

同上

ニ ッポンバ レエ興亡史 中川鋭之助 同上

オーケス トラ ・ピッ トの中から 福田一雄 同上

バ レエ花伝書 ・服部智恵子 口伝バレエ教室(4)～(8)

TES19-23

ダル クローズの夢-パ ル ッカ ・シューレ ・ドレスデ

ン訪問記 日下四郎TES19

ポ ス ト・ダル クローズ 桜井勤TES20

小 牧正英 を囲緯する ものTES

対談 朝比奈隆 ・小牧正英21

対談 松島正幸 ・小牧正英22

座談会40年 代 ～50年 代 の小牧バレエ団 小牧正

英 ・小川亜矢子 ・雑賀淑子 ・笹本公江 ・山野博大

同上

座談会 伝統 と継承 小牧正英 ・景安正夫 ・有馬

五郎 ・関直人 ・横井茂 同上

対談 石 田種生 ・小牧正英23

作 家が語るダンサー論TES

4野 坂 公夫 ・江 口須美子 ・坂本信子 ・藤井正子

・並木淑枝 ・本間祥公 ・芙二三枝子 ・和田敦子

19

5(J)・ 新 井咲子 ・池田貞臣 ・望 月辰夫 ・加賀美

次郎 ・片岡通人20

6本 多実男 ・堀貞子 ・苫米地ひ とみ ・法村牧緒

・折 田克子21

7亀 ヶ谷環 ・清水洋子 ・森下洋子22

対談 石井潤 一バ レエを語 る一 富田真介TES19

対談 他 ジャンルか ら師 を迎えて(1)観 世 栄夫 ・柳

下規夫(2)郡 司正勝 ・河野潤 同上

座談会 プ リマ として 母親 として 小林紀子 ・宮

本東代子 ・三 ケ谷優子 ・富田真介TES20

対談 日本のバ レエ ・明 日のバ レエ 橋浦勇 ・南定

四郎 同上

対談 舞一パ リーニュー ヨー クー 東京 石井かほる
・田中混 同上

インタビュー スペイン舞踊あれこれ一17年 振 りの
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帰国, 岡 田昌己に聞 く 同上

対談 ケイ ・タケイと語 る 飯島担 同上

インタビュー 宮本百合子 に聞 くTES21

イン タビュー イリーナ・コルバコウに聞くTES22

イ ン タビュー アントン・ドー リン 桜井勤 同上

対談 佐藤勇次 ・富田真介 同上

対談 マ ヌエル ・アルム レス リー ・リンカ ・グラ

スター 同上

座談会 鞭 と鞭一バ レエす る心 を育てて 森下洋子

・藤堂真子 ・松本道子 ・春 山信子 ・洲和みち子

TES23

幕 の うちそ と1藤 井修治 ・洲和みち子 同上

〈民 俗 〉

西 日本諸神楽の研究 石塚尊俊 慶友社

中国 ・四国 ・九州地方に伝播する神楽を総合的

に鳥轍 した研究書。第一篇では西 日本諸神楽の

概観 ・比較 ・祖型模索 ・展開の各章か ら出雲流

神楽の佐太起源説に異論 を呈 し, 第二篇は関連

論文 として,「出雲古来の神楽」「隠岐 島の社家 と

神楽」「島々の神楽 と神楽師」「伊弊諸流神道の神

祇 と祭祀」 を収める。『

那智田楽 本田安次 那智田楽保存会

和歌山県那智大社に伝承の田楽 を中心 とす る扇

祭の芸能の報告書。大社所伝の資料 を用いて伝

承の歴 史を考察 し, その現状 につき, 神 主之舞, 

巫 女之舞, 沙庭之舞, 那爆の舞, 田楽舞の詳 し

い舞の型 と, 田楽の一部 を須藤武子作成の舞踊

譜で載せ る。

琉球舞踊入門 宜保栄治郎 那覇出版社

初心者向に編 まれた琉舞鑑賞の手引。古典舞踊
・雑踊 りなど59曲 につ き, 詞章 ・歌意 ・解説に

写真を添え, 口絵には舞台写真 と19世 紀前半に

成立の絵巻 「舞楽図」, 巻末に概説 「沖縄の踊り」
「沖縄の舞踊界をささえる人々」の略歴,「 踊 り

の小道具」 を載せる。

特集 ・琉球王権儀礼 とイザイホー どるめん21

特集 ・奄美のまつ りIIま つり33

特集 ・奄美の芸能 まつり34

民俗舞踊の芸態 吉川周平 講座日本の民俗8芸 能

神がか りと芸能 牛尾三千夫 同上

太々神楽 渡辺伸夫 同上

湯立神楽 とその信仰 本田安次 講座日本の民俗宗教6

宗教民俗芸能

法印神楽の宗教性 小野寺正人 同上

融通念仏 と六斎念仏 五来重 同上

山伏神楽 と修験道 田中義広 同上

蔵王神楽 と修験道 森 口雄稔 同上

遠 山霜 月神楽 と坂部冬祭 り 向山雅重 同上

西浦 田楽 と宗教 須藤功 同上

吉良川田楽 とその信仰 高木啓夫 同上

平泉毛越寺延年 と仏教 志羅山頼玄 同上

長滝六 日祭延年 と修験道 五来重 同上

能郷 申楽能 と修験者 沼賢亮 同上

国東半島の鬼会 と呪師 西田啓一 同上

修正会修二会 と呪師 五来重 同上

風流大念仏 と遊行聖 大森恵子 同上

東海地方の大念仏 伊藤良吉 同上

琉球古典舞踊 ・打組踊 「しゆんだ う」につ いて

照屋寛善 南島一その歴史と文化一2

荒 神神楽にみ る自然 と人間 鈴木正崇 日本民俗学

125

船 の芸能史考 三隅治雄 芸能の科学<芸 能論考V>

遠 野郷の青笹獅子踊 森口多里 民俗芸能59
「大地踏」考 佐藤鶴麿 まつり文化7

奥州 白河郷渡の天道念仏 後藤淑 民俗と歴史8

高柴の七福神 懸田弘訓 民俗芸能59

対 蹄 的なふたつの獅子舞 大滝晴子 まつり文化8

チ ゴの肩車考 一 能生 白山神社の春季大祭から一

高岡功 高志路251

遠 山祭 とムラ人 佐藤良博二 日本民俗学120

若 狭 の祭 りと芸能一王の舞 ・六斎念仏 など一 朝比

奈威夫 歴史手帖5月

若狭の王の舞 田中義広 まつり通信219

若 狭 に残 る 「細男」舞 朝比奈威夫 まつり通信218

轍 神社の 「巫女舞」 朝比奈威夫 えちぜんわかさ6

猿 投神社の田遊史料(一)水 谷類 まつり文化8

山畑の神事踊 倉田正邦 民俗芸能59'

じんや く踊考 中村茂子 芸能の科学 〈芸能論考v>

寺 内のざんざか踊 田中義広 まつり通信224

盆 踊 りの研究一 岡山県高梁市の松 山踊 りを中心 とし

て 三室清子 岡山大学教育学部研究集録50

比 婆荒神神楽 田地春江 まつり通信226

隠 岐 の神楽 田中義広 まつり通信225

五 竜 王か ら五人の王子へ 岩田勝 山陰民俗33

仁位 の盆踊 り 小松勝助 まつり通信222

釜 ヶ原神楽 と霜 月祭 渡辺友千代 まつり通信217

壱 岐 の岩戸神楽について 山口麻太郎 まつり通信225

香 川県綾南町滝宮念仏踊 りを見る一土佐 こお どりの

系譜 をたずねて一 高木啓夫 土佐民俗32

筑前 ・筑後 ・豊前の民踊 とその伝承について 宮崎

美智恵 天理大学学報120

採 物 舞の舞楽要素一銀鏡神楽一 本田安次 民俗芸

能59

山川町成川の神舞記録(資 料)真 鍋隆彦 経済学論

集 鹿児島大学法文学部紀要16

種 子島のバ ック-舞 い-墓 の芸能 をめ ぐる二, 三 の

問題 下野敏見 海南民俗研究3

種 子島大踊 り 田中義広 まつり通信226

久 高 島のイザ イホーをめ ぐって 諏訪哲郎 ・中俣均・

吉成直樹 地理5・6月
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沖縄久高島のイザイホウ 吉野裕子 まつり文化8

沖縄の民俗か ら 沖縄久高島のイザイホー 当間一

郎 歴史公論6～9月

イザイホー沖縄県 ・久高島 大城学 芸能2月

神女の生誕 一 沖縄久高島のイジャイホウ神事 一

桜井徳太郎 月刊文化財2月

芦検の稲摺節踊 り 村 田有佳 まつり33

アカヒギ踊 りについて 林蘇喜 男 同上

与論 島のシニュグとウンジャン 野口才蔵 同上

蘇刈の棒踊 り 本田硯孝 まつり34

徳之 島池間の棒踊 り 徳富重成 同上

畦布の獅子舞 について 永吉毅 同上

沖永良部の芸能一上平川の大蛇踊 り 仲宗根幸市

同上

与論十五夜踊 り 仲宗根幸市 同上

奄美の八月踊 り一 その形態 と発生のことども 恵原

義盛 同上
「ケチャ」の儀礼性 と空間性 森永道夫(帝 塚山短期

大学)舞 踊研究16

バ リの踊 りを観察 して 神沢和夫 同上

〈教 育 〉

踊 りとあそび歌 浅野祥三 ・天野勤 家の光協会

日本 レク リエー ション協会編のレク ・シ リー ズ

の一冊で, 第1部 レクリエーション ・ダンス, 

第2部 あそび歌か ら成 り, 第1部 は, レ ク ・ダ
もンスの基礎用語 とつ くり方, レ ク ・ダンスその

指導の前に, レ ク ・ダンスのいろいろ。

特集 ・舞踊教育 の方法 を求めて 女子体育1・2月

特集 ・「第12回 全国女子体育研究大会」報告 女子体

育3月

特集 ・ダンスの学習内容 と初歩的指導 女子体育4～

7・9～12月

特 集 ・運動会 とダンス 女子体育8月

特集 ・模倣遊び ・表現 ・ダンス 体育科教育7・8月

特集 ・児童舞踊TES22

ア ン ・バー リン女史を囲んでTES22

児童舞踊考 桜井勤 同上

ダンス動作の分析一2一 脚の前後振動運動 小川原

春恵 ・田川典子 藤村学園東京女子体育大学紀要14

舞 踊動作に関す る一考察(各 被験者にみる運動発想

の傾向一2一)富 川知加 ・林真幾子 同上

ダンスにおけるイメー ジ構成について 中務知子

(大谷女子大学)教 育学会誌4

体育科教育におけるダンスの位置づけ 横山一一郎

女子体育8月

イメージと表現 山口勝 弘 女子体育11月

これか らのダンス授業の方向 水谷光 女子体育1月

ダンスの授業研究の視点 穴迫洋子 同上

子 どもの表現の世界 長谷喜久一 同上

読みすての新聞紙 と身体表現 相場了 同上

子 どもの表現 を育てるもの一芸術教育の視点か ら

松平信久 女子体育4月

ダンスは どの ように扱われたか, これか らどう扱わ

れるべ きか(体 育科 ・学習指導要領の研究(4))

近か つ子 体育科教育1月

運動 の楽 しさと授業過程(7)表 現運動 水谷光 体育

科教育4月

子どもの発達 と模倣 ・創造 太田信夫 体育科教育7月

新 しい舞踊教育への課題 松本千代栄 同上

幼児の手の動 き, 腕 の動 き 森下はるみ 同上

ダンス指導の基底は何か 堀野三郎 同上

模倣 ・表現・ダンス教材の系統性 斎藤千代子 同上

ダンスにおける楽しさの構造 石黒節子 同上

模倣 ・表現 と動 きの教育 松本迫子 同上

子 どもにとって踊るとは何か 岸純子 同上

日本人 とお どり 斎藤修平 同上

新 しい時代 のフォー クダンス ・日本民踊 池間博之

同上

私 の考える舞踊教育の方向 同上

表現運動か ら舞踊文化の共有 と創造へ 及川陵一

専門教育 の必要性 金井芙三枝

日教組 「教育課程改革試案」の検討を 村瀬幸浩

舞踊の生活化 飯塚鉄雄

私 の考 える舞踊教育 池田雅子 体育科教育8月

創作表現への第一歩 を民舞で(保 健体育の授業研究

8) 丹 原 あつ子 同上

M. ドウブラー(現 代体育 ・スポーツのイデオロー

グ5・6)松 本 千代栄 体育科教育9・10月

ダ ンスの学習内容 と初歩的指導 女子体育4～7月

保育園 ・幼稚 園 水谷光 ・伊藤一視 ・松 原要子

小学校(低 学年 ・中学年 ・高学年)相 場了 ・三

浦弓枝 ・大岡美智子 ・古江綾子 ・井上都美子 ・

斎藤克子

中学校 川口千代 ・斎藤芳子 ・浜 口量子 ・椎名瑞

子 ・池田雅子

高等学校 石黒節子 ・三宅香 ・赤池園江

運動会 とダンス 女子体育8月

小学校(低 学年)石 井光子

小学校(中 学年)森 尾信子

小学校(高 学年)漆 崎則子

中学校 佐藤絢子

高等学校 三宅照子

ダンスの学習内容 と初歩的指導(II)女 子体育9～11月

小 学校 相場了 ・松本千代栄 ・野口っぎ代 ・藤崎

菊枝 ・近藤文子 ・島田誉志子

中学校 佐分利育代 ・川口千代 ・松本富子

高等学校 山田敦子 ・石黒節子 ・林真幾子.

ダ ンスの学習指導 と初歩的指導(III)女 子体育12月

小学校 相場了 ・西川富久

中学校 頭川昭子
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高等学校 藤沢史枝

保育園 ・幼稚園の指導 女子体育

豊かな表現 をひきだすための伴奏の くふ う 古江

綾子8月

運動会の動 きの リズム 柴紘子9月

いつで も, どこでも表現できる幼児に 内藤澄子

10月

動 きの表現一5歳 児の記録 より 阿部康子11月

たのしいグループ表現 須藤鶴子12月

日本女子体育連盟共同研究 女子体育

子供の心 を育てる楽 しい模倣遊び 徳島県女子体

育連盟 ・相場了9月

集団 を生かす指導 福井県女子体育連盟 ・川口千

代10月

指導法研究 宮崎県女子体育連盟 ・松本千代栄

11月

「ダンス」の研究成果か ら 松本富子 学校体育1月

楽 しさを引き出すダンスの指導(中 学校)中 嶋道子

学校体育2月

踊 る楽 しさを追求す る動 きつ くり(小 学校高学年)

村上京子 学校体育4月

児童の創作による全校 ダンス(小 学校)古 屋安 夫

学校体育8月

ひ とりひとりの表現性 を伸ばす(中 学校)笠 原照子

学校体育9月

-補 遺-

<教 育>

舞 踊の教育的意義 をめ ぐっての一考察 一舞踊の本質

よりみる可能性 と限界 松尾千秋 広島大学教育学

部紀要 ・第2部27

ダ ンスにおける技術 と学習内容に関す る一考察

佐分利育代 鳥取大学教育学部研究報告・教育科学20(2)

創 作 ダンスにおける作品の 「できばえ」に及ぼす創

作過程の研究 三浦祥子他 四国学院大学研究紀要23

ダ ンス(表 現運動)の 運動強度について 松本富子

群馬大学教育学部紀要 芸術 ・技術篇14

ダ ンスの習熟過程における運動心拍数の変化につい

て 本多弘子(仙 台大学)紀 要10

(板 谷 徹)
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外国の舞踊書から

*1979年 出 版 カ タ ロ グ, Dance Magazine, Dance

& Dancersな どの新 書 紹 介 欄 に 取 り挙 げ られ た1978, 

79年 刊 行 の 舞 踊 関 係 の 単 行 本 の な か か ら, 重 要 と思

わ れ る もの を, 紹 介 の 抄 訳 と と もに 掲 げ る 。

Natallia Makarova, Ballerina

 by Richard Austin

 (Dance Horizons)

 1970年 西 側 に 亡 命 した ナ タ リア ・マ カ ロ ワ に つ い

て 書 か れ た 最 初 の 本 。 レ ニ ン グ ラー ドで の レ ッス ン

か ら キ ー ロ フ ・バ レエ で の 活 躍, さ ら に 、マ カ ロ ワ

の 非 凡 な 才 能 は す べ て を新 生 させ る"と 著 者 が 評 す

る 天 賦 の 素 質 を探 っ て い る 。

On Broadway

 by Willam&Jane Stott, Fred Fehl

 (University of Texas Press)

 舞 台 写 真 家 で あ る ブ レ ッ ド ・フ ィ ー ル が, 1940年

以 降 の ブ ロ ー ドウ ェ イ ・シ ョー を撮 りつ づ け た 写 真

集 で あ り, ス トッ トら の 解 説 が つ い て い る。

Jazz Dance and Jazz Gymnastics

 by Uta Fischer-Munstermann

 (Sterling Pub., Company)

 ジ ャ ズ ダ ン ス が 他 の ダ ン ス と 異 な る 点 と そ の 特 徴

に つ い て 述 べ て い る 。 ジ ャ ズ ダ ン ス の 基 本 を お さ え, 

そ の 基 本 に 歩 ・走 ・跳 な どの 自然 運 動 を即 興 的 に 組

み い れ て い く方 法 を 示 し た わ か りや す い解 説 書 で あ

る。 著 者 は, ジ ャ ズ ダ ン ス の個 性 的 ・創 造 的 な 面 を

強 調 し て い る。

How to Dress Dancers

 by Mary Kent Harrison

 (Midas Books)

 画 家 で あ り舞 踊 衣 装 の デ ザ イ ナ ー で あ る ハ リ ソ ン

が, バ レ エ, モ ダ ン ダ ン ス, そ の 他 の種 類 の 舞 踊 の

た め の 衣 装 や 装 飾, そ の 選 び 方 な ど に つ い て 解 説 し

た も の 。

Mirror of the Body

 by Anne Kaye&Don C. Matthan

 (Strawberry Hill Press)

 反 射 作 用 に よ る内 臓 刺 激 や リラ クゼ イ シ ョ ン に つ

い て, 写 真 や 図 表 を用 い て 初 心 者 向 き に 基 礎 的 に 概

説 して い る 。

Therapeutic Dance Movement:Expressive

Activities for Older Adults

 by E. Caplow-Lindner, L. Harpaz, S. Sarnberg

 (Human Sciences Press)

 こ れ か ら の 高 令 化 社 会 に 向 け た ダ ン ス ・セ ラ ピ ー

の 本 。 呼 吸, マ ッサ ー ジ, リラ クゼ イ シ ョ ン な ど を

含 め た 練 習 の プ ロ グ ラ ム に つ い て 詳 述 さ れ て い る 。

Peter Breuer

 by Max Niehans

 (Nymphenberger Verlagshanlung Gambh)

 ドイ ツ の ダ ン ス ー ル ・ノ ー ヴ ル で あ る ピー ター ・

ブ リュ ー エ ル に つ い て, 少 年 時 代 か ら1978年 ま で の

写 真 お よ び ドイ ツ, イ ギ リス で の 舞 台 写 真, 計140

枚 の 写 真 とブ リュ ーエ ル の 伝 記, 彼 自 身 の ダ ン ス や 生

活 に 関 す る 考 え な ど も書 か れ て い る 。

Latin&American Dances

 by Doris Lavelle

 (Pitman Publishing Limited)

 国 立 ダ ン ス 教 師 協 会 の 基 準 を統 一 させ る た め に 書

か れ た 本 で, 社 交 ダ ン ス に お い て知 っ て い な け れ ば

な らな い 細 か い 点 ま で 言 及 さ れ て い る 。

Frogs and Ballet

 by Donald Elliott

 (Gambit)

 ユ ー モ ア の セ ン ス が 溢 れ る教 育 的 な本 。 楽 しい か

え る の イ ラ ス トな ど に よ っ て, バ レ エ を原 理 的, 分

析 的 に 書 い て い る 。

The Childrenｮf Theatre Street

 dy Patricha Barnes

 (The Viking Press)

 同 名 の フ ィ ル ム を本 に した もの 。 ソ ビ エ トの キ ー

ロ フ ・バ レエ ・ス クー ル の 雰 囲 気 や レ ッス ン, ま た

学 校 以 外 で の 生徒 の 生 活 が 美 しい イ ラ ス ト入 りで 書

か れ て い る。

Ballerina

 by Edward Stewart

 (Doubleday&Company)

 'バ レ リー ナ"と い う言 葉 か ら想 像 さ れ る読 者 の 認

識 を変 え よ う と して 書 か れ た もの 。 日常 の ハ ー ドな

生 活 や, 彼 女 た ち を取 り ま く状 況 に つ い て 述 べ られ

て い る 。

Ballerina: ABiography of Violette Verdy

 by Victoria HucKenphler

 (Marcel Dekker, Inc.)

 現 在, ニ ュー ヨ ー ク ・シ テ ィ ・バ レエ の プ リン シ

パ ル ・ダ ン サ ー で あ るバ イ オ レ ッ ト ・バ ー デ ィー に

つ い て 書 か れ た も の 。 バ レ エ を は じめ た 幼 少 時 代 か

ら生 ま れ 故 郷 で あ る フ ラ ン ス の オ ペ ラ ・バ レ エ で の
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活 躍, そ して 今 日 に 至 る ま で 。

How to Enjoy Ballet

 by Don McDonagh

 (Doubleday&Company, Inc.)

 バ レ エ を 愛 好 す る 成 人 初 心 者 向 け に 書 か れ た 入 門

書 。 バ レ エ の 歴 史 や 様 式, テ ク ニ ッ ク に つ い て わ か

りや す く述 べ て い る 。

Erik Bruhn; Danseur Noble

 by John Gruen

 (The Viking Press)

 今 世 紀 最 大 の 男性 舞 踊 手 の 一 人 と い え る エ リック・

ブ ル ～ ン に つ い て の 対 話 集 。 著 者 とエ リ ッ ク, 彼 の

友 人, 批 評 家 た ち, との 対 談 が 収 め ら れ, 芸 術 家 と

して の 側 面 だ け で な く, 人 間 と し て の エ リ ッ ク が 語

られ て い る 。

Ethnic Stories for Children to Dance

 by Margery Dorian

 (BBBAssociates)

 物 語 や 音 楽 を と りい れ た 創 作 的 な ム ー ブ メ ン トの

初 歩 的 指 導 書 で あ る 。 子 ど もた ち が 他 の 活 動 を し な

が ら 自 然 に ダ ン ス の 世 界 に 入 り こ ん で い け る よ う な

指 導 が 工 夫 され て い る 。

Philippine Dance: Mainstream and Crosscurrents

by Reynald Alejandro

(Vera-Reyes, Inc.)

フ ィ リ ピ ン の 民 族 舞 踊 に つ い て 歴 史 的 発 展, 影 響,

さ らに 今 日の 姿 な どが 書 か れ て い る。 現 存 す る 貴 重

な 舞 踊 遺 産 が 豊 富 な 図 版 や 写 真 に よ っ て 呈 示 さ れ て

い る 。

Iwas there: Selected Dance Reviews and

Articles-1936-1976.

 by Walter Terry

 (Marvel Dekker, Inc.)

 ア メ リカ の 代 表 的 舞 踊 評 論 家 の ひ と り で あ る ウ ォ

ル タ ー ・テ リー が40年 間 に 執 筆 し た も の の 集 大 成 。

め ま ぐ る し く展 開 した ア メ リ カ ン ・ダ ン ス を現 象 に

立 ち い っ て 把 握 で き る好 著 と い え る 。

Great Male Dancers of Ballet

 by Walter Terry

 (Anchor Press)

 男 性 舞 踊 手 に つ い て の 歴 史 や そ の地 位 の 変 遷 をた

ど っ た もの 。 特 に 現 在, 世 界 的 に 活 躍 して い る 人 々

に 重 点 を置 き, 写 真 や 彼 ら 自身 の 言 葉 を 引 用 し て い

る 。

The Dance Experience: Readings in Dance Ap一

preciation

 ed., by Myron H. Nadel&C. Nadel Miller

 (Universe Books)

 S.J.コ ー ヘ ン, S.K.ラ ン ガ ー, ド リス ・ハ ン ブ リ

ー, ア ン トニ ー ・チ ュ ー ダ ー, ホ セ ・リモ ン, マ ー

サ ・グ ラ ハ ム, ノ ヴ ェ ー ル, ワ ル ター ・ソ レ ル ら の

小 論 を収 め た論 文 集 。 内 容 は 舞 踊 美 学, 批 評, 形 式

論, 教 育 論 な ど 多 岐 に わ た っ て い る。

Where She Danced

 by Elizabeth Kendall

 (Alfred A. Knopf.)

 ア メ リ カ ・モ ダ ン ・ダ ン ス の 創 始 者 で あ る と考 え

ら れ て い る イ サ ドラ ・ダ ン カ ンや セ ン ト ・デ ニ ス が

活 躍 し た1880～1920年 頃 に つ い て 書 か れ た 本 。

Dancers Dancing

 by Herbert Migdoll

 (Harry Abrams, Inc.)

 1954年 に ニ ュ ー ヨー ク ・デ ビ ュ ー を し て 以 来, 意

欲 的 な 活 躍 を 続 け, N.Y.C.やA.B.T.に 並 ぶ バ レエ 団

に 成 長 した ロ バ ー ト ・ジ ョフ リー バ レ エ 団 の 公 演 一

(1964～1978)写 真 集 。 ジ ョフ リー が 序 文 を 書 い て い

る 。

Nijinsky

 by Vera Krasovskaya

 (Dance Horizons)

 著 者 自 身 が こ の 本 に つ い て 黙文 学 的 伝 記 で あ り学

問 的 な 研 究 書 で は な い"と 評 し て い る よ うに, これ

ま で の ニ ジ ン ス キ ー に 関 す る本 よ り も, 感 惰的, 心

理 的 に 書 か れ て い る 。

The Magic of Dance

 by Margot Fonteyn

 (Alfred.A. Knopf)

 マ ー ゴ ッ ト ・フ ォ ン テ ィー ン の 書 い た3冊 目 の 本 。

第1章 は ソ連 や ア メ リ カ の 著 名 な舞 踊 家 に つ い て, 

第2章 は ロ マ ン チ ッ ク ・バ レエ に つ い て 書 い て い る。

Fred Astaire

 by Benny Green

 (Exeter Books)

 1930年 代 ～40年 代 に ス テ ー ジ, 映 画, テ レ ビ で 大

活 躍 し 多 くの フ ァ ン を魅 了 しつ づ け た ス ター, ブ レ

ッ ド ・ア ス テ ア 。 彼 に 関 す る 本 は い くつ か あ るが, 

そ の 中 で 最 もす ぐれ た もの と い え る 。 出 演 リス トや

写 真, 彼 の 生 活 ぶ りに つ い て も紹 介 さ れ て い る。

Pablo Picasso: Designs for "The Treecornered Hat"

 by Parmenia Migel

 (Dover Pub., Inc.)
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デ ィ ア ギ レ フ ・バ レ エ 団 の 舞 台 美 術 を 担 当 し た 当

時 の ピ カ ソ に つ い て と舞 台 美 術 の 写 真 集 。31枚 の カ

ラー 写 真 と7枚 の 白 黒 の イ ラ ス トが 収 め ら れ て い る。

Page by Page

 by Ruth Page

 (Dance Horizons)

 ジ ョ ン ・マ ー テ ィ ン に よ る ル ー ス ・ペ ー ジ の 伝 記

が 出版 さ れ た ば か りで あ るが, ペ ー ジ 自 らが 語 るペ

ー ジ の 本 が, 彼 女 と親 交 の 深 い ア ン ド リュ ー ・M・

ウ ェ ン テ ィ ン ク の 編 集 に よ っ て 世 に 出 さ れ た 。 舞 踊

家 と して の ペ ー ジ の 活 躍, 彼 女 が 接 した 多 くの 舞 踊

家 の 印 象 や 彼 ら の 思 想 な どが 語 ら れ て い る 。

Dance Posters

 by Eleanor Rachel Luger

 (Simon & Sbuster)

 現 在 の モ ダ ン ・ダ ン ス, バ レエ, 民 族 舞 踊 な どの

数 々 の ポ ス タ ー, ま た 過 去 の す ぐれ た ダ ン ス ・ボ ス

タ ー を 収 集 し た 本 。

Life at the Royal Ballet School

 by Camilla Jessel

 (Methuen, Inc.)

 ロ イ ヤ ル ・バ レ エ ・ス クー ル の 生 徒 た ち の 生 活 を

紹 介 し た 本 。 バ レ エ ・テ クニ ッ ク に 関 して よ り心 と

身 体 の 訓 練 を通 し て の 日常 の 暮 ら しぶ りに つ い て 書

か れ て い る 。

Katherine Dunham, A Biography

 by Ruth Beckford

 (Marcel Dekker)

 1914年 シ カ ゴ 生 れ の 舞 踊 家 キ ャサ リ ン ・ダ ンハ ム

の 伝 記 。 黒 人 舞 踊 の す ぐれ た 踊 り手, 振 付 師, デ ィ

レ ク タ ー で あ り, シ カ ゴ 大 学 の 芸 術 学 修 士 号 を もつ

民 族 学 者 で も あ る。 キ ャ サ リ ン と長 い こ と親 し い 友

人 で あ る 著 者 は, 彼 女 の 生 涯 を, 修 業 時 代, 世 界 巡

演 時 代, 現 在 の3部 に 分 け て の べ て い る 。 キ ャサ リ

ンへ の イ ン タ ビ ュ ー や 振 付 作 品 の 年 表 が 資 料 と して

付 い て い る 。

The Dance Technique of Doris Humphrey

 by Ernestine Stodelle

 (Dance Books Ltd.)

 ド リス ・ハ ン フ リー ・コ ンサ ー ト ・グ ル ー プ や ハ

ン フ リー ・ワ イ ドマ ン ・カ ンパ ニ ー の ソ リ ス トで あ

っ た 著 者 に よ っ て ま とめ ら れ た 本 。 略ド リ ス ・ハ ン ブ

リー は, 自 己 の 芸 術 創 造 と密 着 して ハ ン フ リー ・テ

クニ ッ ク を 創 りだ した 。 そ の テ クニ ッ ク は, 実 践 す

る 人 々 を 換 起 し, 人 々 が さ らに 創 造 的 に 展 開 ・応 用

で き る可 塑 性 を も っ た テ ク ニ ッ クで あ っ た"と 著 者

は 書 い て い る。 第 一 部 は テ クニ ッ ク の 背 景, 第 二 部

は テ クニ ッ クの 実 際, 第 三 部 は テ クニ ッ ク の 応 用 。

Fonteyn and Nureyev, the Story of a Partner-

ship.

 by Alexander Bland

 (Orbis Publishing)

 著 者 は'パ ー トナ ー を組 む こ と は 結 婚 に 似 て い る。

2人 揃 っ て 一 組 で あ り完 成 へ の 秘 訣 も法 式 も な い"

と, そ の 序 で 述 べ て い る。 こ の 本 は 理 想 的 な パ ー ト

ナ ー シ ッ プ を 発 揮 し て, 世 界 の バ レ エ 界 の 力 強 い 支

え 手 とな り 多 くの バ レ エ ・フ ァ ン を つ く りだ して き

た フ ォ ン テ ィ ー ン と ヌ レエ フ の2人 の 伝 記 と も い え

る 。

Diaghilev

 by Richard Buckle

 (Weidenfeld&Nicolson)

 今 か ら45年 ほ ど前, デ ィ ア ギ レ フ の 死 後 ま もな い

頃 に, デ ィ ア ギ レ フ の 伝 記 を 著 した ア ー ノル ド ・ハ

ス ケ ル は, こ の 本 こ そ ま さ に 確 か な デ ィ ア ギ レ フ の

伝 記 で あ る と称 賛 して い る。 ハ ス ケ ル は ほ と ん ど イ

ン タ ビ ュ ー で ま とめ た が, こ の 本 は 今 ま で に 公 開 さ

れ て い な い デ ィア ギ レ フ の 手 紙, メ モ, 電 報, 契 約

書 な ど, 我 々 に 残 さ れ た 膨 大 で 貴 重 な 資 料 を駆 使 し

て 書 か れ て い る 。

The Principles of Classical Dance

 by Joan Lawson

 (A.&C.Black)

 フ ォー ク ダ ン ス の 名 著 を残 し た ジ ョ ン ・ロー ソ ン

が, バ レ リー ナ の ア ン ソ ニ ー ・ダ ウ エ ル と写 真 家 の

ア ン ソ ニ ー ・ク リ ッ ク メ イ の 協 力 を得 て 書 い た 本 。

ク ラ シ ッ ク ・バ レ エ の 原 理 と も い え る 略バ ラ ン ス リ

法 則"に つ い て 詳 述 さ れ て い る 。

Dictionary of Kinetography Laban

 by Albrecht Knust

 (Macdonald and Evans)

 ラ バ ン の 動 き の シ ス テ ム や ノー テ ー シ ョ ン に 関 す

る事 柄 が 網 羅 さ れ た 主 要 参 考 書 と も い え る 本 で あ る。

2巻 か ら 成 り, 第1巻 は448頁 を 費 し て 書 か れ た 解

説, 第2巻 は ノー テ ー シ ョ ン の事 例 集(168頁)。

Laban's Mirror of Motion

 by Lisa VLLMAN

 (Macdonald and Evans)

 ル ドル フ ・ラバ ン生 誕 百 年 に ち な ん で 出 版 さ れ た。

ラバ ンが 書 き記 した 思 想 や 随 想, 手 描 き の 絵 な どが

収 め られ て い る。 多 くの 絵 は カ ラ ー で実 物 の 絵 の 色

彩 を 美 し く再 現 して い る 。

My Theatre Life
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by August Bournonville

(A. & C. Black Ltd.)

19世 紀 の バ レエ ・マ ス ター で あ っ た オ ー ガ ス テ ィ

ン ・ヴ ォー ノ ン ヴ ィ ル の 自伝 。1848年 に デ ン マ ー ク

語 で 出 版 され た"Mit Theaterliv"の 英 語 版 。 こ の

自伝 は 価 値 あ る 人 生 を 送 っ た ひ と りの 人 間 の 次 元 を

超 え て, 当 時 の 舞 踊 芸 術 を知 ら しめ る 貴 重 な 書 物 で

あ る 。 イ ヴ ォ ー ル ・ゲ ス トは, 舞 踊 学 者 必 読 必 携 の

書 と評 し て い る 。

(片 岡康 子 ・本 間 清 美)

執 筆 者 紹 介

郡 司 正 勝(早 稲田大学)
松 本 千代栄(お 茶の水女子大学)

山 田 敦 子(お 茶の水女子大学)

本 田 郁 子(お 茶の水女子大学)
三 好 智 子(お 茶の水女子大学)

大 島 敏(福 井大学)

佐々木 昌 代(福 井大学)
香 山 知 子(お 茶の水女子大学)

鈴 木 廣(日 本大学)
本 間 清 美(お 茶の水女子大学)

柴 真理子(お 茶の水女子大学)

堀 野 三 郎(長 崎大学)
小野満 みどり(お 茶の水女子大学)

西 田 泉(日 本大学)
吉 川 周 平(鹿 児島女子大学)

上 林 澄 雄(舞 踊評論家)

板 谷 徹(早 稲田大学)
片 岡 康 子(お 茶の水女子大学)
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昭和54年度 舞踊学関係修士論文一覧

※1. (53)は 追補 。

2. 大学 院名, 五十音順。

3. 昭和55年3月 末B現 在, 返答大学 院, 14校 。

学会活動報告

*6月9日 仕)舞 踊学会紀要 『舞踊学』第2号 を発

行。

*6月9日 仕)10日(日)早 稲田大学ほかにおいて昭和

54年 度総会な らびに第7回 舞踊学会春季大会を開

催。

総会一事業報告 ・会計報告 ・監査報告

第1日(早 稲田大学大隈講堂)

特 別講演 進化的にみた動物 と人間の動 き

立教大学教授 香原 志勢

実演 とシンポジウム

実演 ・バレエ と日本舞踊における鳥の表現

中野真理 ・花柳寿恵幸

シンポジウム ・鳥のイメージ と舞踊表現

トロン ト大学 フランク ・ホッフ

日本バレェ協会 川路 明

日本大学 目代 清(司 会)

第2日 見学 野村万作(狂 言)稽 古場

小 島章司フラメンコ教室

*6月9日(土)第9回 理事会

*11月3日 仕)4日(日)静 岡大学において第8回 舞踊

学会秋季大会 を開催。

第1日(静 岡大学教育学部視聴覚棟)

研 究発表

ダンスの指導における一考察 指導者の言

語 よ り 大 島 敏

佐々木昌代

外来舞踊の導入 と舞踏的遊戯の生成過程

明治期における舞踏の史的考察

松本千代栄

香山 知子

舞踊運動表現の民族的特性に関する研究III

イ ン ド古典舞踊の様式 と技術

松本千代栄

山田 敦子

本田 郁子

三好 智子

Sadler's Wells-そ の発祥 と展開

鈴 木 廣

舞踊作 品研-究 事例研究-

松 本千代栄

本間 清美

舞踊作品の構造に関する研究 「雫の跡」

の分析 を中心に 柴 真理子

教育舞踊における運動主題記譜法の応用(I)

堀野 三郎

第2日

研究発表

中国の舞踊 歌舞芸能(秩 歌)を 中心 とし

て 小野満みど り

日本舞踊研究 志賀山流の表現

西 田 泉

イザイホーにおける舞踊 吉川 周平

舞踊のなかの時間 上林 澄雄

報告 リンカー ン ・セ ンター ・ダンスコレクシ

ョンにつ いて 市 川 雅

フイルム 静岡県の民俗芸能 他

*12月15日(土)第10回 理 事会。編集委員及び編集幹

事は, 第3号 まで継続。

*2月23日(土)木 村百合子 を囲む座談会 を舞踊学会, 

現代舞踊協会研究部の共催 で開催。

(第7回 舞踊学会運営委員 郡司正勝, 市 川雅, 

板 谷徹)

(第8回 舞踊学会運営委員 斎藤千代子)
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